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第
34
回
小
笠
原
村
健
康
診
断 

 

小
笠
原
村
建
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。 

【
日
程
】 

《
母
島
》
12
月
6
日(

火)

〜
7
日(

水) 

《
父
島
》
12
月
9
日(

金)

〜
13
日(

火) 

【
検
査
項
目
】 

○
特
定
健
康
診
査 

 

○
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
） 

 

○
胃
が
ん
検
診 

 

○
乳
・
子
宮
が
ん
検
診 

【
対
象
者
】 

い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
方
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。 

※
対
象
者
の
方
に
の
み
問
診
票
が
届
き
ま
す
。

（
11
月
下
旬
予
定
） 

《
特
定
健
康
診
査
》 

○
30
歳
〜
39
歳
の
方
で
、
小
笠
原
村
に
住
所
を

有
す
る
方 

○
40
歳
〜
74
歳
の
方
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
方
（年
度
の
途
中
に
国
保
に
加
入
ま

た
は
脱
退
し
た
方
も
含
む
） 

 

○
40
歳
以
上
生
活
保
護
受
給
者
の
方 

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
村

役
場
の
受
付
を
済
ま
せ
た
方 

○
長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
の
被
保
険
者
の
方 

○
官
公
署
等
の
職
域
健
診
の
対
象
の
方 

《
結
核
・
肺
が
ん
検
診(

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査)

、
胃
が

ん
検
診
、
乳
・
子
宮
が
ん
検
診
》 

○
40
歳
以
上
（乳
・
子
宮
が
ん
検
診
の
み
30
歳
以

上
）で
、
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方 

※
た
だ
し
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
対
象
者
で
無

い
方
は
、
事
前
に
村
役
場
に
申
し
込
み
を
し
た

方
の
み
。 

 

◎
健
診
を
受
診
す
る
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

 

【
予
約
受
付
期
間
】 

11
月
１
日
（火
）〜
25
日
（金
） 

午
前
8
時
〜
午
後
5
時
15
分 

 
 
 
 

（正
午
〜
午
後
１
時
30
分
は
除
く
） 

【
予
約
受
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

                                          

【
予
約
方
法
】 

○
希
望
す
る
日
時
、
検
査
項
目
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
（日
時
に
つ
い
て
は
、
ご
希
望
ど
お
り
に

い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
） 

※
胃
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
な
い
方
は
、
な
る
べ

く
午
後
の
時
間
帯
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
日
中
連
絡
が
取
れ

る
連
絡
先
お
よ
び
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

名
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

【
健
診
当
日
】 

○
必
要
事
項
を
記
入
済
み
の
問
診
票
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
忘
れ
る
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
。 

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
役

場
の
受
付
を
済
ま
せ
た
方
は
、
受
診
券
と
保
険

証
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）  

 

は
、
健
診
期
間
中
に
直
接
保
健
所
（母
島
は
診

療
所
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

○
今
年
度
40
歳
に
な
る
方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
問
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

○
託
児
所
が
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
連

れ
の
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
児
童
遊
戯
室 

 
 

《
母
島
》
メ
グ
ロ
荘 

○
呼
び
出
し
の
順
番
は
、
受
付
時
間
に
関
わ
ら
ず

予
約
時
間
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
受
付
時

間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
次
の
予
約
枠

の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

○
父
島
の
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
、
多
く
の

方
が
受
診
し
、
全
て
の
受
診
者
に
超
音
波
検
査

を
実
施
す
る
た
め
、
待
ち
時
間
が
１
〜
２
時
間

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て

内
地
で
受
診
し
た
（
ま
た
は
す
る
予
定
の
方
）

は
、
今
回
の
健
康
診
断
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

 

 

●
予
約
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

10/27現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

9月気象状況   （父島） 

最高気温   30.2℃ 

最低気温   22.8℃ 

平均気温   27.2℃ 

平均湿度   83％ 

月降水量  243.5mm 

住民基本台帳登録者数（10/1）  
 

 

             2,529人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      2,048人   481人 
 

 

 

  世帯      1,128    252 

ＮＯ．５９２ 

平成23年(2011) 

１１/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

        

場 所 ・ 

              日 時 

 

検 査 項 目 

母島 ： 診療所 父島 ： 地域福祉センター  ／ 結核・肺がん検診は保健所 

１２／６（火） １２／７（水） １２／９（金） １２／１０（土） １２／１１（日） １２／１２（月） １２／１３（火） 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

特定健康診査 

結核・肺がん検診 
○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

乳・子宮がん検診 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

胃 がん検 診 ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

 

【日時・場所・検査項目】 

【受付時間】午前８時～１１時、午後１時～３時 

※父島の乳・子宮がん検診の受付時間は午後５時まで 
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平成 22年度小笠原村決算の報告 
１．一般会計決算

【総　括】（単位：千円）

【歳　入】（単位：千円）
構成比（%） 構成比（%）

10.5 0.3
0.2 5.1

0.1 8.5
0.0 26.2

0.0 0.7
0.9 0.0

0.1 0.5
3.7 2.3
0.2 1.6

33.2 5.9
0.0 100.0

【歳　出】（単位：千円）

構成比（%） 構成比（%）

1.5 18.8

25.7 28.5
17.7 1.6

23.8 2.3
1.5 5.6

5.3 11.8
3.8 3.8
0.2 0.0

4.6 0.0
11.8 10.0

4.0 17.4
0.1 0.2

100.0 100.0

２．特別会計決算

　平成22年度特別会計の決算額は下表のとおりです。

３．基金の残高 ４．地方債の現在高

（単位：千円） （単位：千円）

５．村の財政状況を表す指標
　平成22年度決算時（カッコ内は昨年度の数値）

●財政力指数　：　0.273　（0.295）
　　この数値が1を超えるほど財源に余裕があるとされています。

●経常収支比率　：　80.8%　（81.2%）

農道維持管理基金 4,300

　平成22年度歳入決算の総額は対前年度1,000,216千円の減となりました。主な減額の要因として、国の臨時交付金および
複合施設整備の事業費減、看護師住宅整備、定額給付金、子育て応援特別手当などの終了により国庫支出金が696,273千

円、都支出金が82,910千円と大きく減となっています。また、歳出は母島高齢者在宅サービスセンターを152,963千円で整
備しましたが、国の臨時交付金関連事業および複合施設整備費の事業費減、看護師住宅整備、定額給付金、学校情報通信

技術環境整備事業などの終了による減額が大きく、対前年度1,115,214千円の減額となっています。

年度 歳入総額 歳出総額 差引 繰越すべき財源 実質収支

科目 決算額 科目 決算額
村税 426,610 分担金及負担金 12,103

平成22年度 4,077,704 3,869,607 208,097 9,012 199,085

配当割交付金 1,369 都支出金 1,066,712

株式等譲渡所得割交付金 426 財産収入 30,104

地方譲与税 7,988 使用料及手数料 206,236
利子割交付金 3,619 国庫支出金 347,216

国有提供施設等所在市町村助成交付金 151,744 繰越金 93,099

地方特例交付金 8,653 諸収入 64,427

地方消費税交付金 35,677 寄附金 0

自動車取得税交付金 4,761 繰入金 19,857

＜目的別＞ ＜性質別＞
科目 決算額 科目 決算額

地方交付税 1,355,523 村債 241,100
交通安全対策特別交付金 480 合 計 4,077,704

民生費 685,412 維持補修費 60,229

衛生費 922,314 扶助費 90,087

議会費 56,602 人件費 728,366
総務費 992,826 物件費 1,101,740

土木費 146,580 積立金 146,788

消防費 8,965 投資及出資金 0

農林水産業費 56,392 補助費等 217,849

商工費 205,839 公債費 457,934

諸支出金 155,431 普通建設事業費 672,567
災害復旧費 5,258 災害復旧費 5,258

教育費 176,054 貸付金 1,500
公債費 457,934 繰出金 387,289

合 計 3,869,607 合 計 3,869,607

会計の名称 歳入総額 歳出総額 繰越すべき財源 実質収支

国民健康保険特別会計 278,126 269,138 0 8,988
簡易水道事業特別会計 356,046 345,499 0 10,547
老人保健特別会計 12 12 0 0

宅地造成事業特別会計 11,649 11,416 0 233
介護保険（保険事業勘定）特別会計 68,999 65,151 0 3,848

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 134,883 133,769 0 1,114
下水道事業特別会計 233,182 224,966 0 8,216

浄化槽事業特別会計 52,298 50,734 0 1,564

基 金 の 名 称 現 在 高 会 計 の 名 称 現 在 高
財政調整基金 692,405 一般会計 4,324,913

後期高齢者医療特別会計 23,775 23,745 0 30

　平成22年度末における各基金の残高は下表のとお
りです。

　　平成22年度末における各会計の地方債の現在高は下表のとおり
です。

役場庁舎建設基金 58,101 浄化槽事業特別会計 80,697
災害対策基金 110,647 現 在 高 合 計 5,480,131

減債基金 374,385 簡易水道事業特別会計 344,671
公共施設等整備基金 240,140 下水道事業特別会計 729,850

　　人件費、公債費等の経常的な経費に、村税、地方交付税等を主にする一般

　財源収入が充当される割合を示します。この数値が大きくなるほど財政の弾

　力性が失われるとされています。

霊園基金 15,809

産業振興基金 103,432

観光振興基金 32,188

土地開発基金 59,637

社会福祉推進基金 83,080

介護従事者処遇改善臨時特例基金 1

基 金 合 計 1,888,641

進学助成基金 10,000

簡易水道事業基金 88,534

介護保険給付準備基金 15,982
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東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
ご
報
告 

 

善
意
あ
る
義
援
金
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

10
月
27
日
現
在
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
１
３
１
２
万
６
０
３
０
円
と
な
り
ま
し
た
。 

お
預
か
り
し
ま
し
た
義
援
金
は
被
災
者
の
方
々
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
寄
付
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
受
付
期
間
を
平
成
24
年
３
月
31
日
（土
）

ま
で
延
長
い
た
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
善
意
あ
る
義
援
金
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料 

「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
振
替
」
開
始 

 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座

振
替
の
申
込
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
申
込
書
に
記
入

押
印
し
、
預
金
通
帳
を
添
え
て
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
振
替
開
始
は
約
２
か
月
か
か
り

ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組

合
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
振

替
を
ご
利
用
の
方
は
、
自
動
的
に
振
替
へ
と
切
り
替

わ
る
予
定
で
す
が
、
現
在
手
続
き
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。 

お
早
目
の
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
手
数

で
す
が
新
た
に
申
し
込
み
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

【
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関
】 

○
七
島
信
用
組
合 

○
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合 

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

出
納
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
８
０ 

【公営企業の資金不足比率】

※資金不足額がないため、資金不足比率は「-」で表示しています。

平成22年度小笠原村決算においては各指標とも基準を下回っており、健全な財政運営がなされています。

　　平成22年度決算に基づき公営企業の資金不足比率を算定した結果、下記のとおり、いずれの会計においても経営健
　全化基準を下回りました。

資 金 不 足 比 率 経 営健 全 化 基 準

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 -
20%

浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 -

　※財政健全化法の詳細は総務省ホームページをご覧ください。　　http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/index.html　　　

●問合せ先　　財政課財政係　　２―３１１２

将 来 負 担 比 率 3.2% 350.0%

連結実質赤字比率 - 20.00% 30.00%

実 質公 債 費 比率 13.9% 25.0% 35.0%

　　平成22年度決算に基づき健全化判断比率を算定した結果、下記のとおり、いずれの指標においても早期健全化基準

　を下回りました。

健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 - 15.00% 20.00%

【健全化判断比率】

財政健全化法に基づく財政指標の公表 

小笠原村職員の募集 

上記の職種は、身体障害者手帳の交付を受けている方も対象となります。 

※要綱・申込用紙は、総務課窓口で配布のほか、村役場ホームページにも掲載しています。 
 

助産師も随時募集中です。詳しくはお問い合わせください。 
 

●問合わせ先 総務課総務係 ２―３１１１ 

職　種 採用人員 採用予定日 待　遇 勤務場所 受験資格 試験方法・試験日 会　場 申込締切

看護師 若干名 平成２４年１月以降
昭和２７年４月２日以降に生まれ、看護師
となる資格を有している方

１１月２４日（木）午後
・口述試験

小笠原村役場または
東京連絡事務所

１１月１７日（木）

一般事務 若干名

技術（電気） １名

平成２４年４月１日以降

１月７日（土）全日
・筆記試験

１月８日（日）午前
・口述試験

小笠原村役場 １２月２２日（木）

本庁または
事業所

【大学卒業区分】
　　昭和６０年４月２日～平成２年４月１日
　までに生まれた方
【高等学校卒業区分】
　　平成２年４月２日～平成６年４月１日
　までに生まれた方

小笠原村給与
条例等による
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情
報
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の
変
更 

 
11
月
よ
り
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
を
土
曜

日
・
日
曜
日
に
変
更
い
た
し
ま
す
。 

【
営
業
日
】
月
曜
日
〜
金
曜
日 

※
祝
日
は
営
業
い
た
し
ま
す
。 

【
営
業
時
間
】
午
後
２
時
〜
６
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 

新
・
島
嶼
会
館
（仮
称
）建
設
計
画 

 

現
在
の
島
嶼
会
館
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
平
成
25
年
中

旬
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
島
嶼
住
民
の
皆
様
の
ア
ン 

ケ
ー
ト
な
ど
の
ご
意
見
を
参
考
に
新
・
島
嶼
会
館
の

建
設
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
庭
園
に
隣
接
し
、
居

心
地
や
使
い
勝
手
に
優
れ
、
滞
在
す
る
人
、
働
く 

 

人
、
訪
れ
る
人
が
ひ
と
つ
の
家
に
集
う
よ
う
な
一
体

感
の
あ
る
「
大
き
な
家
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
人
々

に
も
地
球
環
境
に
も
優
し
い
建
築
計
画
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

【
名
称
】
新
・
島
嶼
会
館
（仮
称
） 

【
住
所
】
東
京
都
港
区
海
岸
１
丁
目
14
番
１
号 

【
規
模
】
地
上
６
階
建
て 

【
建
物
構
成
】 

《
１
階
》 

ロ
ビ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
交
流
ス
ペ
ー
ス 

《
２
階
》
事
務
所
・
会
議
室 

《
３
〜
５
階
》
宿
泊
室 

《
６
階
》
共
同
浴
室 

【
客
室
】 

全
87
室
（
和
室
26
室
、
洋
室
58

室
、
ユ
ニ 

 

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
３
室
） 

【
宿
泊
者
数
】 

定
員
１
１
１
人
、
最
大
収
容
１
８
５
人 

 
 

（修
学
旅
行
・
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
団
体
に
対
応
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１ 

 

村
有
施
設
の
指
定
管
理
者
の
公
募 

  

村
有
施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま

す
。 

【
施
設
名
】 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

○
奥
村
運
動
場 

○
ロ
ー
ス
記
念
館 

【
管
理
期
間
】 

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日 

【
応
募
期
間
】
11
月
１
日
（火
）〜
11
日
（金
） 

【
資
料
請
求
お
よ
び
応
募
先
】 

《
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
》
村
民
課
福
祉
係 

 

《
奥
村
運
動
場
》
教
育
委
員
会 

《
ロ
ー
ス
記
念
館
》
教
育
委
員
会 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

教
育
委
員
会 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

社
会
保
険
料
（国
民
年
金
保
険
料
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

控
除
証
明
書
の
発
行 

  

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確
定
申
告
や
年
末

調
整
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。 

 

確
定
申
告
等
で
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
を
す
る

際
に
は
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。 

 

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
に
も
、
納
付
し
た
方
が
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明
書
「
社
会
保
険

料
（国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

 

年
末
調
整
、
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ

の
証
明
書
（ま
た
は
領
収
証
書
）が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
７ 

 
 

Ｉ
Ｐ
電
話 

 

０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
３
０ 

 
 

港
年
金
事
務
所
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出 

 

老
齢
年
金
で
そ
の
年
に
支
払
を
受
け
る
年
金
額
が

一
定
額
以
上
の
場
合
、
各
支
払
月
に
支
払
わ
れ
る
額

か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。 

【
65
歳
未
満
の
方
】
年
金
額
１
０
８
万
円
以
上 

【
65
歳
以
上
の
方
】
年
金
額
１
５
８
万
円
以
上 

※
右
記
の
年
金
額
よ
り
少
な
い
方
は
源
泉
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
等
の
各
種

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
「
公
的
年
金
等
の

受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の
ハ
ガ
キ
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
告
書
の

ハ
ガ
キ
は
、
対
象
と
な
る
方
へ
、
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。 

※
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
は
、
こ
の
ハ

ガ
キ
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。 

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
は
、
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
提
出
さ
れ
た
場

合
よ
り
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 提

出
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５ 

 
 

Ｉ
Ｐ
電
話 

 

０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
６
５ 

 
 

港
年
金
事
務
所
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
11
月
８
日
（火
）午
前
９
時
〜
11
時 

【
場
所
】
母
島
支
所 

 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
母
島
字
元
地 

 

《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

年
末
調
整
等
に
関
す
る
説
明
会 

  

給
与
・
報
酬
・
配
当
・
地
代
・
家
賃
な
ど
の
支
払

者
は
、
１
年
間
の
支
払
分
を
と
り
ま
と
め
た
法
定
調

書
を
作
成
し
、
管
轄
税
務
署
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
支
払
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
給
与
の
支
払
い

が
あ
る
場
合
は
、「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
受
給
者
の

住
所
地
（
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
）の
市
区
町
村

へ
提
出
し
、
受
給
者
に
は
「
源
泉
徴
収
票
」
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
ら
の
提
出
や
交
付
は
平
成
24
年
１
月
31
日

（火
）ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
事
務
手
続
き
に
関
す
る
、
芝
税
務
署
に
よ
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

【
内
容
】
年
末
調
整
の
仕
方
、
法
定
調
書
の
作
成 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
30
日
（水
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
１
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

な
お
、
説
明
会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
場
合
に 

は
、
村
役
場
の
窓
口
や
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http:/
/w
w
w
.nta.go.jp/zeim

oku
betsu

/gense
n.h

tm

）
か
ら
も
関
係
書
類
を
入
手
で
き
ま
す
。 

 

◎
芝
税
務
署
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て 

 

年
末
調
整
の
仕
方
な
ど
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご

相
談
は
、
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」
を
押 

 
 

し
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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説
明
会
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自
動
音
声
案

内
に
従
い
「
２
」
を
押
し
、
次
の
内
線
番
号
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。 

【
年
末
調
整
関
係
（源
泉
所
得
税
担
当
）
】 

 
 

内
線
３
０
３
２
〜
３
０
３
５ 

【
法
定
調
書
関
係
（管
理
運
営
第
２
部
門
）】 

 
 

内
線
１
０
１
１
〜
１
０
１
３ 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

財
政
課
税
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
２ 

 
 

芝
税
務
署 

 

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１ 

 

農
業
経
営
講
習
会
の
開
催 

  

村
内
の
農
業
者
を
対
象
と
し
た
農
業
経
営
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
講
習
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
に
つ
い
て
で
す
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
発
信
や
新
規

販
路
の
開
拓
な
ど
を
目
指
す
方
に
と
っ
て
、
大
変
有

意
義
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
終
日
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
講
習
と
な
り

ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る

方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
10
日
（木
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
Ｊ
Ａ
父
島
支
店
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
11
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
受
講
資
格
】
農
業
従
事
者
お
よ
び
そ
の
家
族 

【
申
込
方
法
】 

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
認
定
農
業
者
を
優
先 

し
、
そ
の
他
の
方
に
つ
い
て
は
、
先
着
順
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
11
月
８
日
（火
）午
後
５
時
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
村
農
業
委
員
会
（産
業
観
光
課
内
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

小
笠
原
小
学
校 

学
校
公
開
・
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

  

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
学
校
公
開
お
よ
び
道
徳
の

授
業
公
開
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。 

 

◎
学
校
公
開 

 

【
日
時
】
11
月
19
日
（土
）午
前
８
時
〜
11
時
５
分 

【
目
的
】 

 
 

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
、
学
習
や
生
活
全
般

の
様
子
を
ご
参
観
い
た
だ
き
、
学
校
で
の
児
童
の

様
子
、
授
業
の
内
容
や
方
法
、
本
校
の
教
育
の
特

色
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。 

 

◎
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 

【
日
程
】
11
月
19
日
（土
） 

【
授
業
公
開
】 

《
低
学
年
》
午
前
９
時
15
分
〜 

《
高
学
年
》
午
前
10
時
20
分
〜 

【
公
開
講
座
】
午
前
11
時
10
分
〜 

【
目
的
】 

 
 

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
参
加
の
も
と
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担 

 
 

い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
実
現
す
る
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
く
気
持
ち
を
高
め
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

小
笠
原
中
学
校 

学
校
公
開
・
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 

小
笠
原
中
学
校
で
は
、
学
校
公
開
お
よ
び
道
徳
の

授
業
公
開
を
行
い
ま
す
。 

小
笠
原
中
学
校
の
本
年
度
の
校
内
研
修
の
テ
ー
マ

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
自
他
を
尊
重
し
、
よ
り
良

く
生
き
る
生
徒
を
育
て
る
道
徳
指
導
の
あ
り
方
」 

で
、
11
月
の
テ
ー
マ
は
「
基
本
的
生
活
習
慣
、
自
主

自
律
」
で
す
。 

 

小
笠
原
中
学
校
で
は
本
年
度
も
教
育
活
動
の
中
で

特
に
道
徳
の
授
業
に
力
を
入
れ
、
全
校
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
保
護
者
、
卒
業
生
、
地
域
の
皆
様

方
の
ご
参
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

○
11
月
７
日
（月
）〜
11
日
（金
） 

午
前
８
時
20
分
〜
午
後
３
時
20
分 

 
 

《
内
容
》
平
常
授
業 

○
11
月
12
日
（土
） 

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
10
分 

《
内
容
》 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
発
表
、
全
校
合

唱
、
全
校
吹
奏
楽
演
奏 

※
全
期
間
を
通
じ
て
、
校
舎
内
に
で
は
「
教
科
等

の
展
示
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
】 

《
日
程
》
11
月
22
日
（火
） 

《
内
容
》 

○
道
徳
授
業 

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
20
分 

○
意
見
交
換
会 

午
後
３
時
30
分
〜
４
時 

【
そ
の
他
】 

 

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 

内
地
進
学
助
成
制
度 

 

進
学
受
験
の
た
め
、
上
京
し
た
生
徒
に
対
す
る
助

成
制
度
が
、
本
年
度
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
制
度

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
助
成
対
象
者
】 

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
第
３
学
年
在
学

生
徒
で
あ
っ
て
、
平
成
23
年
度
以
降
に
学
校
教
育

法(

昭
和
22
年
法
律
第
26
号)

第
１
条
に
規
定
す

る
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
、
同
法
第

１
２
４
号
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を
受
験
し
た
者 

【
申
込
締
切
】
平
成
23
年
３
月
31
日
（土
） 

 

【
助
成
金
支
給
額
等
】 

助
成
す
る
金
額
は
、
定
期
船
お
が
さ
わ
ら
丸 

２
等
往
復
船
賃
の
村
民
割
引
適
用
額
（但
し
、
調
整

金
を
含
ま
な
い
。
） 

助
成
対
象
者
１
名
に
つ
き
、
１
回
限
り
の
支
給

と
し
、
支
給
方
法
は
、
確
定
払
い
と
し
ま
す
。 

【
所
得
制
限
】 

助
成
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
所
得
金
額
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

    

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
11
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
11
月
21
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 
 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
９
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
） 

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後
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も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は

再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会 

  

毎
年
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
巣
立
ち
の
シ
ー
ズ
ン
で

あ
る
11
月
〜
12
月
に
か
け
て
、
町
の
明
か
り
に
誘

わ
れ
た
多
く
の
若
鳥
が
島
に
不
時
着
し
ま
す
。
そ
ん

な
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
を
保
護
す
る
た
め
の
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
21
日
（月
）午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

22
日
（火
）午
前
７
時
〜 

《
場
所
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
、
沖
港
岸
壁 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
22
日
（火
）午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】 

 

○
保
護
に
関
す
る
法
律
・
制
度
に
つ
い
て 

 

○
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
安
全

な
保
護
の
方
法 

 

○
パ
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
放
鳥
体
験
（母
島
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
産
業
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
め 

  

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い

ま
す
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
作
業
区
域
内

に
は
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
除
き
、
立
ち
入
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に
お
い

て
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。 

【
期
間
】
11
月
５
日
（土
）〜
17
日
（木
） 

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実

施
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
５
時 

【
作
業
区
域
】 

石
浦
か
ら
巽
湾
側
に
亀
之
首
ま
で
お
よ
び
、
中

山
峠
か
ら
飛
磯
崎
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域 

           

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】 

 

《
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
》
11
月
12
日
（土
） 

 

《
石
浦
方
面
指
定
ル
ー
ト
》
11
月
14
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 
 

 
 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 
 

ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
の
通
行
止
め 

  

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た 

 

め
、
追
い
込
み
捕
獲
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
中
山

峠
周
辺
で
行
い
ま
す
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
小
港
か
ら
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
・
高
山
方
面
の
遊

歩
道
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。 

【
実
施
日
】
11
月
27
日
（日
） 

※
雨
天
予
備
日
11
月
28
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

二
見
漁
港
の
防
波
堤
改
良
工
事 

  

支
庁
港
湾
課
で
は
、
二
見
漁
港
の
防
波
堤
改
良
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
工
事
期
間
中

は
、
安
全
確
保
の
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

【
場
所
】
二
見
漁
港
赤
灯
台
東
側 

【
期
間
】
11
月
中
旬
〜
３
月
中
旬
（予
定
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
２
―
２
０
１
５ 

 

外
来
種
対
策
講
演
会 
 

【
主
催
】
環
境
省 

【
内
容
】
な
ぜ
外
来
生
物
は
増
え
続
け
る
の
か 

な
ぜ
外
来
生
物
の
侵
入
は
止
ま
ら
な
い
の
か
。

な
ぜ
外
来
生
物
は
は
び
こ
る
の
か
。
外
来
生
物
の

様
々
な
影
響
を
解
説
し
ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
講
師
】 

五
箇 

公
一
氏 

（
国
立
環
境
研
究
所
、
生
物
生
態
系
環
境 

セ
ン
タ
ー
、
主
席
研
究
員
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
10
日
（木
）午
後
７
時
〜
８
時 

《
会
場
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
11
日
（金
）午
後
７
時
〜
８
時 

《
会
場
》
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
小
笠
原
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
６
０
１ 

 
小
笠
原
高
等
学
校
授
業
公
開 

 

【
期
間
】
11
月
５
日
（土
）、
８
日
（火
）〜
11
日
（金
） 

【
時
間
】
１
時
限
目 

午
前
８
時
20
分 

 
 
 
 
 

〜
６
時
限
目 

午
後
３
時
20
分 

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】 

当
日
受
付
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

 

○
お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
11

月
５
日
（
土
）
の
６
時
限
目
（
午
後
２
時 

30
分
）以
降
は
父
島
保
護
者
会
と
な
り
ま
す
の 

で
、
公
開
は
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 

 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

 

小
笠
原
高
等
学
校
公
開
講
座 

  

◎
父
島
野
外
巡
検 

 

【
内
容
】 

父
島
で
の
野
外
活
動
を
通
し
て
、
固
有
生 

 

物
、
外
来
生
物
、
生
態
系
、
地
質
、
小
笠
原
の
歴

史
（戦
跡
を
含
む
）な
ど
の
理
解
を
深
め
る
。 

【
時
間
】
午
後
１
時
〜
４
時 

【
日
程
お
よ
び
内
容
】 

 

①
11
月
19
日
（土
） 

 
 

《内
容
》全
体
説
明
お
よ
び
清
瀬
周
辺
の
戦
跡 

 

②
11
月
27
日
（日
） 

 
 

《内
容
》長
崎
・旭
山
の
自
然
お
よ
び
戦
跡 

 

③
12
月
３
日
（土
） 

 
 

《内
容
》夜
明
山
の
自
然
お
よ
び
戦
跡
① 

 

④
12
月
４
日
（日
） 

 
 

《内
容
》夜
明
山
の
自
然
お
よ
び
戦
跡
② 

 

⑤
12
月
10
日
（土
） 

 
 

《内
容
》洲
崎
・扇
浦
の
自
然
お
よ
び
戦
跡 

【
講
師
】
本
校
教
諭 

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

※
お
子
様
を
連
れ
て
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 

※
移
動
手
段
は
、
皆
さ
ん
の
お
持
ち
の
乗
用
車
を

乗
り
合
い
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
定
員
】
20
名 

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
を
優
先
に
し
た
う
え
で
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

 

【
費
用
】
１
７
９
０
円
（受
講
料
お
よ
び
保
険
代
） 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

【
申
込
締
切
】
11
月
10
日
（木
） 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
小
笠
原
高
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 
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●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
高
等
学
校 

 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 
 

２
―
２
３
４
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
11
月
25
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

◎
都
立
中
央
・
多
摩
図
書
館
の
協
力
貸
出
サ
ー
ビ
ス 

 

父
島
図
書
室
に
無
い
本
を
借
り
た
い
と
き
に
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
専
門
書
、
外
国
語
資
料
、
児
童
青

少
年
資
料
も
あ
り
ま
す
。 

図
書
受
付
に
あ
る
「
都
立
図
書
館
協
力
貸
出
申
請

書
」
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
利
用
方
法
】 

父
島
図
書
室
で
は
、
毎
月
末
日
締
切
で
ま
と
め

て
申
し
込
み
ま
す
。
貸
出
予
定
は
翌
月
中
旬
頃
と

な
り
ま
す
。 

希
望
者
一
人
あ
た
り
数
冊
位
を
約
二
週
間
借

り
ら
れ
ま
す
。
（一
館
の
貸
出
総
数
は
50
冊
以
内

の
た
め
、
希
望
数
が
多
い
と
き
は
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
） 

【
受
付
時
間
】 

火
曜
日
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 
 
 
 

（正
午
〜
午
後
１
時
30
分
は
除
く
） 

 

 

昨
年
度
は
４
２
４
冊
の
協
力
貸
出
を
受
け
ま
し
た
。 

都
立
図
書
館
に
１
冊
だ
け
し
か
所
蔵
し
な
い
貴
重
な

本
で
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
は
特
に
ご
注
意
願
い
ま

す
。 イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
自
宅
か
ら
も
蔵
書
検
索
が

で
き
ま
す
。 

 

◎
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
で
き
ま
す 

 

調
べ
た
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
る
と
き 

は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
受
付
用
紙
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

司
書
が
必
要
な
資
料
や
情
報
を
見
つ
け
る
お
手
伝

い
を
致
し
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
都
立
図
書
館
や
国

立
国
会
図
書
館
に
協
力
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
お
願
い
を

し
ま
す
。 

回
答
に
は
、
数
日
か
ら
一
週
間
前
後
お
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
１
１ 

 
 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

東
京
都
立
中
央
図
書
館 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
４
２
―
８
４
５
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.library.m

etro.tokyo.jp/ 
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ 

 

11
月
の
開
館
日
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
の
み

開
館
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

【
特
別
展
】
生
態
系
ｉ
ｆ･･

･

（仮
） 

人
間
に
よ
っ
て
持
込
ま
れ
た
植
物
や
生
物
に

つ
い
て
考
え
る 

【
内
容
】 

私
た
ち
の
周
辺
で
よ
く
見
ら
れ
る
外
来
種
、
す

で
に
生
態
系
の
サ
イ
ク
ル
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
状
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る

展
示
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
期
間
】
11
月
23
日
（水
）
〜
開
催
予
定 

【
企
画
展
】 

「
南
島
展
」
「
小
友
浦
船
漂
着
１
７
０
周
年
展 

 

が
ん
ば
ろ
う
東
北
・
関
東
！
陸
前
高
田
市
」
も
併

設
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

大
神
山
植
物
ツ
ア
ー 

 
 

大
神
山
公
園
は
今
、
外
来
植
物
を
除
去
し
固
有
種

の
植
栽
が
進
み
変
化
の
途
中
で
す
。
一
緒
に
見
に 

 
 

行
き
ま
せ
ん
か
？  

【
日
時
】
11
月
23
日
（水
） 

※
雨
天
予
備
日
11
月
27
日
（日
） 

【
時
間
】
午
前
８
時
45
分
〜
11
時 

【
集
合
場
所
】 

大
神
山
公
園
北
口
駐
車
場
（二
見
台
都
住
側
） 

【
対
象
】
中
学
生
以
上 

※
小
学
生
以
下
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
人
数
】
15
名 

要
予
約
・
先
着
順 

保
険
に
は
加
入
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
の
上

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】 

11
月
９
日
（水
）〜
12
日
（土
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

【
主
催
】
（公
財
）東
京
都
公
園
協
会
・
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 

商
工
会
で
は
、「
中
小
企
業
会
計
啓
発
・
普
及
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。 

セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
１
部

「
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
会
計
」
で
は
、
適
切

な
会
計
処
理
に
よ
る
決
算
書
を
作
成
す
る
こ
と
の
意

義
・
必
要
性
と
そ
れ
を
実
務
に
活
か
し
、
経
営
力
を

高
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
第
２
部
「
６
次
産
業

化
で
地
域
力
向
上
」
で
は
、
地
域
特
産
品
で
観
光
客

の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
６
次
産
業
化
に
つ

い
て
専
門
家
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
い
た
し
ま
す
。 

 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
商
工
会
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
11
月
18
日
（金
） 

 

《
第
１
回
》
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
15
分 

 

《
第
２
回
》
午
後
６
時
〜
９
時
15
分 

【
場
所
】
Ｂ
―
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
受
講
料
】
無
料 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（境
浦
海
岸
） 

  

商
工
会
青
年
部
で
は
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を
維

持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
月
は
、
境
浦
海
岸
で
行
い
ま
す
。 

海
岸
を
綺
麗
に
保
ち
、
島
民
も
観
光
客
も
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
27
日
（日
）午
前
６
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
Ｂ
―
し
っ
ぷ
前 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

◎
た
き
火
の
ま
わ
り
で
踊
り
隊
！ 

※
抽
選 

 

火
を
つ
け
る
っ
て
大
変
！ 

自
分
で
火
を
つ
け
ら

れ
る
か
な
？ 

【
日
時
】
12
月
３
日
（土
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分 

 

※
予
備
日
12
月
10
日
（土
） 

【
募
集
人
数
】
20
名
（小
学
生
１
〜
４
年
生
） 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

 

◎
た
き
火
を
し
隊
！
中
級
編
！ 

※
抽
選 

 

火
の
扱
い
方
を
知
っ
て
、
た
き
火
を
作
ろ
う 

【
日
時
】
12
月
４
日
（日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分 

 

※
予
備
日
12
月
11
日
（日
） 
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【
募
集
人
数
】
20
名
（小
学
生
５
年
生
〜
中
学
生
） 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

 

◎
共
通
事
項 

 

【
集
合
お
よ
び
解
散
場
所
】
洲
崎
入
口 

【
持
ち
物
】 

弁
当
、
飲
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、
汚
れ

て
も
よ
い
服
装 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

【
申
込
締
切
】
11
月
23
日
（水
） 

【
申
込
方
法
】 

 

○
小
中
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
申
込
箱
を

設
置
し
ま
す
。
申
込
用
紙
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

※
詳
細
は
、
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

 ●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

ス
タ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
２
０
１
０
開
催 

  

今
年
も
小
笠
原
の
星
ま
つ
り
、
ス
タ
ー
ア
イ
ラ
ン

ド
２
０
１
１
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

 

◎
宇
宙
講
演
会 

 

【
日
時
】
11
月
18
日
（金
）午
後
７
時
〜
８
時  

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】 

新
し
い
月
の
世
界
「
か
ぐ
や
」
か
ら
将
来
探
査
へ 

 

◎
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
局
公
開 

 

【
日
時
】
11
月
19
日
（土
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時  

【
場
所
】
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局 

【
内
容
】 

４
次
元
デ
ジ
タ
ル
宇
宙
シ
ア
タ
ー
の
立
体
映

像
で
宇
宙
体
験
等 

【
主
催
】
国
立
天
文
台
水
沢
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
観
測
所 

【
そ
の
他
】
当
日
は
無
料
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。 

  

◎
天
体
観
望
会 

 

【
日
時
】
11
月
19
日
（土
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分  

【
場
所
】
大
神
山
公
園
（お
祭
り
広
場
） 

【
主
催
】
小
笠
原
天
文
倶
楽
部 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催 

 

【
日
時
】
12
月
３
日
（土
）正
午
〜 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

千
葉 

 
 
 
 
 

２
―
２
６
２
８ 

 

は
は
じ
ま
丸
冬
季
ダ
イ
ヤ 

  
は
は
じ
ま
丸
は
、
11
月
〜
１
月
ま
で
の
期
間
、
一

部
の
便
を
冬
季
の
ダ
イ
ヤ
で
運
航
い
た
し
ま
す
。 

【
運
航
期
間
】 

11
月
３
日
（木
）
〜
平
成
24
年
１
月
12
日
（木
） 

【
冬
季
ダ
イ
ヤ
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
父
島
入
港
の
翌
日 

 
母
島
発 

午
前
11
時
30
分 

※
通
常
ダ
イ
ヤ 

母
島
発 
正
午 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 

父
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
１ 

 
 

母
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
３
３
１ 

 

は
は
じ
ま
丸
ド
ッ
ク
中
の
代
船
運
航 

  

は
は
じ
ま
丸
は
11
月
６
日
（日
）か
ら
12
月
２
日

（金
）ま
で
の
間
、
中
間
検
査
の
た
め
ド
ッ
ク
に
入
渠

し
ま
す
。
こ
の
期
間
の
代
船
と
し
て
、
ゆ
り
丸 

 

（４
６
９
ｔ
、
定
員
90
名
）を
運
航
い
た
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
父
島
〜
母
島
間
の
所
要
時
間
は
２
時
間 

20
分
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 

父
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
１ 

 
 

母
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
３
３
１ 

                                       

   

専
門
診
療 

 

◎
眼
科
（北
里
大
学
病
院
）

 
 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
４
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

６
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

７
日
（月
）
午
前
・
午
後 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
10
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

11
日
（金
）
午
前 

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

○
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
18
日
（金
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
21
日
（月
）、
22
日
（火
）、 

 
 
 
 
 
 
 
 

24
日
（木
）、
25
日
（金
） 

※
予
約
制
で
す
の
で
、
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）
午
後

１
時
30
分
〜
５
時
の
間
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

◎
皮
膚
科
（東
京
医
科
大
学
病
院
）

 
 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
24
日
（木
）午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

25
日
（金
）午
前
・
午
後 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
27
日
（日
）午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

28
日
（月
）午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

29
日
（火
）午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

30
日
（水
）午
前
・
午
後 

 

◎
共
通
事
項
（眼
科
、
産
科
・
婦
人
科
、
皮
膚
科
） 

 

【
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

１１月の燃料油価格変動調整金 
 

 １１月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 
翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合
わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，９３５ （+871） 

２  等  品 ８，３７６ （+816） 

３  等  品 ７，８１８ （+762） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８９５ （+87） 

０．０７５トン以下 ６７５ （+66） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，４６０ (+680) ２，２３０ (+340) 

１ 等 ８，９２０ (+1,360) ４，４６０ (+680) 

村民割引 
（往復）２等 ５，３６０ (+820) ２，６８０ (+410) 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２３，９３０ (+1,360) １１，９７０ (+680) 
特 ２等 ３５，８９０ (+2,040) １７，９５０ (+1,020) 
１ 等 ４７，８５０ (+2,710) ２３，９３０ (+1,360) 
特 １等 ５５，３３０ (+3,140) ２７，６７０ (+1,570) 
特 等 ５９，８８０ (+3,390) ２９，９５０ (+1,700) 
２等（学割） １９，１５０ (+1,090)  
２等 

（身体障害者割引） １１，９７０ (+680)  ５，９９０ (+340) 
村民割引 
（往復）２等 ３５，９００ (+2,040) １７，９６０ (+1,020) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，８１２ (＋608) 

２  等  品 １４，７２０ (＋566) 

３  等  品 １３，５４１ (＋521) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５８４ (＋61) 

０．０７５トン以下  １，１７９ (＋45) 
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【
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

午
後
外
来
実
施
日
の
変
更 

 

11
月
23
日
（水
）は
祝
日
に
あ
た
る
た
め
、
診
療

所
は
休
診
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
午
後
の
外
来

診
療
は
11
月
22
日
（火
）に
実
施
し
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

世
界
自
然
遺
産
登
録
以
降
、
ご
来
島
者
の
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
観
光
客
の
方
の
診
療

所
の
受
診
も
増
え
て
お
り
、
父
島
で
は
、
８
月
、
９

月
に
つ
い
て
昨
年
の
同
時
期
と
比
較
す
る
と
、
４
割

も
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

今
月
も
ご
案
内
の
と
お
り
、
専
門
診
療
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
外

来
診
療
等
円
滑
に
進
め
て
参
り
ま
す
が
、
混
雑
す
る

場
合
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

医
療
課
長 

   

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種
費
助
成 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
村

内
の
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
村
民
税
非
課
税
世
帯
に

該
当
す
る
方
は
、
公
費
負
担
に
よ
り
接
種
費
用
の
助

成
を
行
い
ま
す
。 

 

助
成
を
受
け
る
方
は
、
予
防
接
種
後
村
役
場
お
よ

び
母
島
支
所
に
て
「
村
民
税
非
課
税
証
明
書
」
を
取

得
し
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
手
続
き
に
は
次
の
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。  

○
印
鑑 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
際
の
領
収
書 

○
振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

肺
が
ん
（喀
た
ん
検
査
）検
診 

 

【
対
象
者
】 

 
 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳
以
上

の
方 

【
検
査
方
法
】 

 
 

専
用
容
器
に
３
日
間
の
「
た
ん
」
を
取
り
、
提

出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
す
。 

【
申
込
方
法
】 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
申
込
期
間
】 

 
 

11
月
１
日
（火
）〜
30
日
（水
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
地
区
巡
回
相
談 

  

幼
児
・
児
童
の
子
育
て
に
関
し
て
、
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー
の
専
門
の
医
師
、
児
童
心
理
司
、
児
童
福
祉

司
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
こ

と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
内
容
】 

 

〇
児
童
（
18
歳
未
満
）の
健
康
に
関
す
る
相
談 

 

〇
育
成
相
談
（わ
が
ま
ま
、
落
ち
着
き
が
な
い
等
） 

 

〇
知
的
・
身
体
障
害
相
談
（知
的
発
達
の
遅
れ
等
） 

 

〇
養
護
相
談
（子
供
の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
等
） 

 

〇
非
行
相
談
（家
出
、
盗
み
、
薬
物
の
習
慣
等
） 

 

〇
里
親
に
関
す
る
相
談 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
17
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
３
時
30
分
〜
６
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

 
 

○
11
月
18
日
（金
）午
後
４
時
30
分
〜
６
時 

 
 

○
11
月
19
日
（土
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分 

 
 

○
11
月
20
日
（日
）午
前
９
時
〜
正
午 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
申
込
締
切
】
11
月
10
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
11
日
（金
）午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
21
日
（月
） 

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

  

育
児
学
級 

 

◎
お
や
つ
の
会
（母
島
）

 
  

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

離
乳
食
を
完
了
し
た
４
歳
未
満
の
お
子
様
と

保
護
者 

【
日
時
】
11
月
20
日
（日
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

◎
離
乳
食
の
会
（母
島
）

 
 

栄
養
士
と
島
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を
作
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

お
お
よ
そ
３
か
月
〜
８
か
月
の
お
子
様
と
保

護
者 

【
日
時
】
11
月
21
日
（月
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

◎
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
会
（父
島
） 

 

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
日
時
】
11
月
22
日
（火
）午
前
10
時
〜
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚 

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 
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昨シーズンのザトウクジラ 

海洋センター人工ふ化場 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

 
気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？  

【
対
象
者
】 

20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ

て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
16
日
（水
） 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》母
島
小
中
学
校
体
育
館 

《
内
容
》
室
内
運
動 

《
持
ち
物
》
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
21
日
（月
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
内
容
》
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

《
持
ち
物
》
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

    

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
ど
う
ぶ
つ
診
療
に
つ
い
て 

 

【
ど
う
ぶ
つ
診
療
を
な
ぜ
行
う
か
】 

ど
う
ぶ
つ
診
療
（
東
京
都
獣
医
師
会
に
よ
る
派

遣
動
物
診
療
）の
目
的
は
「
飼
い
主
の
方
に
ネ
コ
な

ど
の
ペ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
大
切
に
飼
っ
て
も
ら
う

こ
と
」
で
す
。 

人
間
の
友
達
で
あ
り
家
族
で
も
あ
る
ペ
ッ
ト 

 

も
、
小
笠
原
で
は
希
少
な
鳥
類
の
捕
食
者
に
も
な

り
え
る
外
来
種
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 
 

希
少
な
鳥
類
な
ど
を
捕
食
し
、
世
界
自
然
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
た
小
笠
原
の
生
態
系
に
重
要
な
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
動
物
を
増
や
さ
な
い
た
め
に 

 
 

も
、
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
す
。 

※
ど
う
ぶ
つ
診
療
の
予
約
申
込
期
間
、
診
療
内
容

な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
初
旬
に

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
ネ
コ
の
飼
い
主
の
方
へ
の
お
願
い
】 

○
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う 

ネ
コ
を
屋
外
で
飼
う
こ
と
は
、
貴
重
な
動
物

を
襲
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
ほ
か
、
感
染
症

な
ど
ネ
コ
に
と
っ
て
も
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。 

○
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う 

ネ
コ
は
手
術
を
し
な
い
と
、
あ
っ
と
い
う
間

に
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

○
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
入
れ
ま
し
ょ
う 

飼
い
主
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
、
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
（村
の
条
例
で
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
挿
入
は
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
） 

※
今
回
の
ど
う
ぶ
つ
診
療
で
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の

挿
入
、
避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
ど
う
ぶ
つ
診
療
の
懇
談
会
の
開
催
】 

東
京
都
獣
医
師
会
の
獣
医
師
さ
ん
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
獣
医
師
さ
ん
か
ら
ペ
ッ
ト
の

飼
い
方
や
正
し
い
し
つ
け
な
ど
お
話
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

《
母
島
》
11
月
24
日
（木
）午
後
７
時
30
分
〜 

 

・
場
所 

母
島
支
所
大
広
間 

《
父
島
》
11
月
28
日
（月
）午
後
７
時
30
分
〜 

・
場
所 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 ◎
そ
ろ
そ
ろ
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
季
節
で
す 

  

小
笠
原
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
主
役
で
あ

る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
。
夏
の
間
、
高
緯
度
海
域
で
餌
を

食
べ
、
冬
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
出
産
や
繁 

 

殖
、
子
育
て
の
た
め
に
小
笠
原
海
域
に
や
っ
て
き
ま

す
。
し
か
し
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
詳
細
な
移
動
や
分

布
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
不
明
な
点
が
多
い
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
８
月

に
は
、
千
葉
県

の
鴨
川
で
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
が
定

置
網
に
混
獲
さ

れ
、
先
月
に
は

大
阪
湾
の
堺
泉

北
港
に
体
長 

６
ｍ
ほ
ど
の
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
が

迷
入
し
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
迷
入
し
た
個
体
は
昼
頃
に
発
見
さ 

れ
、
港
内
で
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
夕
方
に

は
港
外
へ
出
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
小
笠
原
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ

な
い
時
期
で
も
、
日
本
各
地
に
お
け
る
発
見
情
報
が

あ
り
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
移
動
や
分
布
の
研
究
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
で
シ
ー
ズ
ン
初
め
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
確

認
さ
れ
る
の
は
、
11
月
の
下
旬
か
ら
12
月
の
上
旬

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
初

確
認
は
12
月
３
日
、
昨
年
は
11
月
21
日
で
し
た
。

今
月
の
下
旬
に
は
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 
も
し
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
と
い
う
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
126 

 

―
大
村
海
岸
産
卵
巣
数
新
記
録
― 

 

今
年
は
５
月
６
日
に
大
村
海
岸
で
今
シ
ー
ズ
ン
の

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の 

 

後
、
順
調
に
産
卵
巣
数
は
増
え
平
成
20
年
に
記
録
し

た
１
４
８
巣
を
あ
っ
と
い
う
間
に
抜
き
去
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
９
月
29

日
に
も
産
卵
が
確
認
さ 

 
 

れ
、
９
月
末
ま
で
で
１
８
８
巣
と
な
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
平
成
20
年
は
父
島
列
島
全
体
で
１
８
０
３

巣
の
産
卵
を
確
認
し
た
新
記
録
の
年
。
大
村
海
岸
だ

け
で
見
る
と
父
島
列
島
全
体
で
も
新
記
録
が
出
そ
う

な
勢
い
で
す
。 

大
村
海
岸
で

産
卵
の
あ
っ
た

卵
に
関
し
て
は

街
灯
に
よ
る
光

害
に
よ
り
稚
ガ

メ
が
明
か
り
に

誘
引
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
か
ら

海
洋
セ
ン
タ
ー

施
設
内
の
人
工

ふ
化
場
へ
移
植

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

我
々
と
し
て
は
自
然
の
状
態
が
一
番
良
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
す
で
に
大
村
海
岸
で
は
人
に
よ
る
影

響
が
出
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
砂
中
で
雌
雄
が
決 

ま
っ
た
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
移
植
を
行
っ
て
い
ま 

す
。
し
か
し
産
卵
巣
は
太
陽
が
良
く
あ
た
る
場
所
や

日
陰
に
な
る
こ
と
が
多
い
場
所
な
ど
様
々
な
場
所
に

あ
り
ま
す
の
で
、
移
植
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
る
の
は

難
し
く
、
も
し
見
誤
っ
て
し
ま
う
と
移
植
前
に
ふ
化

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

 
 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b
onin-

oce
an.net 
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クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：1年のイベント、健康診断の予約が始まりましたね！12月が健診かぁ… 

じゃあ、今からちょっと甘いものを控えて…、運動して…。 
 

保健師：あらあら、クジラさん。「健診前後に気をつける4カ条」があるんですよ。 

その１、「健診・受診前だけ節制」はやめましょう！ 

その２、健診が終わっても適正な食生活を続けましょう！ 

その３、検査値だけで一喜一憂はしないようにしましょう！ 

その４、「異常なし」でも1年に1回は健診をうけましょう！ 

健康診断の目的は、「病気探し」ではなく「健康づくり」です。 

検査でカラダの状況が早くわかることで、「要治療」となる前にライフスタイル

を見直す「きっかけ」にできるといいですね。 
 

クジラ：そのときだけ頑張ってもいけないんだね。今のボクの生活はこのままでいいのか

なぁ…？心配だなぁ。よしっ、きちんと健康診断を受けてみよう！ 
 

保健師：がん検診も忘れずに！いつまでも健康でいたいですね！ 

 

○小笠原に住所がある方 

（がん検診は、健康保険の種類は関係ありません）

【乳がん・子宮がん検診】30歳以上の方 

【胃がん検診、肺がん検診】40歳以上の方 

※小笠原村健康診断を受けず「がん検診のみ」の方
は、事前に福祉係へ申し込みをしてください。 

 

○胃内視鏡検査 

内視鏡を口から挿入し、食道、胃、十二指腸を直接観察し

ます。 

 

○喀痰検査 

事前に容器を取りにきて(11月１日（火）～３０日（水）)

3 日分の痰を取ります。それを健康診断当日に提出します。

○胸部エックス線検査 

保健所(母島は、診療所)へ健診期間中に直接行ってくださ

い。 

 

○視触診・超音波検査 

視触診での発見は、ある程度の大きさに限られるため、超

音波検査やマンモグラフィなどと併用します。 

マンモグラフィは、無料クーポン券を使用して内地での実

施のみになります。 

 

○視診 

拡大鏡により肉眼では見られない病変を発見します。 

○細胞診 

組織を採取して、がん細胞の有無やその種類を調べます。

 

対象の方は、内地で受診ができます。 

【受診期間】平成24年 3月 31日（土）まで 

【医療機関】こころとからだの元氣プラザ 

○乳がん検診は、「マンモグラフィと視触診」とな

ります。 

○事前に福祉係・母島支所へ申し込みをして、無 

料クーポン券を受け取ってください。 

※村で実施する女性特有がん検診の受診は、年度内

に1人1回になります。小笠原村健康診断で受診

する方は、クーポン券の利用はできません。 

がん検診も合わせて受けましょう 

胃がん検診とは？ 

肺がん検診とは？ 

子宮頸がん検診とは？ 

乳がん検診とは？ 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １４１ 号   ― 

 

子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券 

がん検診の対象者 

 



第34回小笠原村健康診断予約受付開始（～25） ヘルスアップ教室（母島）

入港日 入港日

小笠原村職員の募集（看護士）申込締切

ははじま丸冬季ダイヤ開始 東京都児童相談センターによる小笠原地区巡回相談（母島）

産科・婦人科専門診療（母島）

眼科専門診療（父島　6～7） 東京都児童相談センターによる小笠原地区巡回相談（父島～20）

経営セミナー開催

出港日 宇宙講演会

銃器による父島のノヤギ駆除（～17）

小笠原高校授業公開（5、8～11） 小笠原小学校学校公開・道徳授業地区公開講座

国立天文台ＶＥＲＡ小笠原局公開

南島入島禁止期間開始（～1/31） 天体観望会

高校図書館開放

出港日

小笠原中学校学校公開（～12） 育児学級・おやつの会（母島）

高校図書館開放

行政相談所の開設 産科・婦人科専門診療（父島　22、24～25）

父島ノヤギ駆除（村） 乳幼児健診・歯科健診（母島）

農業経営講習会申込締切 ヘルスアップ教室（父島）

育児学級・離乳食の会（母島）

入港日 母島巡回労働相談

村民意見・提案・相談受付 ミズナギドリレスキュー講習会（母島～22）

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

大神山植物ツアー申込開始（～12） 診療所午後外来実施

父島ノヤギ駆除（村）

定期予防接種 育児学級・ベビーマッサージの会（父島）

眼科専門診療（母島～11） 小笠原中学校道徳授業地区公開講座

農業経営講習会（父島） ミズナギドリレスキュー講習会（父島）

東京都児童相談センターによる小笠原地区巡回相談申込締切 入港日

小笠原高等学校公開講座申込締切 島であそび隊！申込締切

外来種対策講演会（父島） 大神山植物ツアー開催

皮膚科専門診療（母島～25）

インフルエンザ任意予防接種（父島　14、17、18） どうぶつ診療の懇談会（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 電話による無料法律相談

村有施設の指定管理者申込締切 食品衛生責任者養成講習会

農業経営講習会（母島） 出港日

外来種対策講演会（母島）

食品衛生責任者養成講習会申込締切 皮膚科専門診療（父島～30）

出港日 ジョンビーチ方面遊歩道の通行止め

高校図書館開放

高校図書館開放 ビーチクリーン（境浦海岸）

どうぶつ診療の懇談会（父島）

インフルエンザ任意予防接種（母島～18）

入港日
父島ノヤギ駆除（村）

年末調整等に関する説明会（父島）

肺がん（喀たん検査）検診申込締切

28

20 日

月

火

30 水

月

26 土

27

15 火

16

21

29

水

17 木

18 金

7 月

9 水

10 木

8 火

19 土

1 火

2 水

4

3 木

金

5 土

6 日

行　事　予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

11 金

22 火

12 土 日

13 日

14 月

23 水

24 木

25 金

文化の日

勤労感謝の日




